
資料２
周産期医療協議会・母子保健専門部会

令和４年度事業実施結果及び令和５年度事業計画（案）

１ 令和４年度事業実施結果

（１）母子保健専門部会の開催

○開催日 令和４年１２月５日（月）午後７時３０分から

徳島県立中央病院 講堂

○参加者 母子保健専門部会委員１０名

○内 容 令和３年乳児死亡症例７例の検証と対策の協議 資料２－２

徳島県小児 CPAOA対応ガイドライン改訂について 資料２－３

（２）研修会の開催

○子どもの窒息予防にかかる研修会

部会において死亡症例を検討する中で、窒息による死亡症例が多いことを受け

予防可能な死亡を防ぐため、関係者を対象に研修を実施した

日 時 令和５年２月７日（火）午後７時から午後８時３０分まで

参加者 医師（産婦人科、小児科等）、行政、保育関係者等 計９４名

【報告】 「母子保健専門部会の取り組み」

徳島県周産期医療協議会・母子保健専門部会

部会長 加地 剛 氏

【講演１】「子どもの窒息・事故を防ぐためにできること」

－当院症例での対応から－

徳島県立中央病院 小児科 七條 光市 氏

【講演２】「予期せぬ乳幼児突然死－SIDSとその先－」

徳島大学病院 周産母子部 中川 竜二 氏

（３）周知啓発

・ 妊娠前からのヘルスケア（ﾌﾟﾚｺﾝｾﾌﾟｼｮﾝﾍﾙｽｹｱ）について

・リーフレット「子ども窒息事故に注意しましょう」作成配布

２ 令和５年度事業計画

（１）母子保健専門部会の開催

○開催回数 年２回程度（研修等含む）

○内 容 ・令和４年乳児死亡症例の検討

（２）乳児死亡対策にかかる周知啓発（プレコンセプションケア、窒息予防、ＲＳウイルス等）

・講演会の開催及び啓発用リーフレットを活用した周知啓発


